
JP 2008-513968 A 2008.5.1

10

(57)【要約】
　ａ）通常の信号で駆動される時の閾値よりも小さい感
知可能な輝度均一性変化を有する複数の発光素子を備え
た有機ＬＥＤディスプレイ、ｂ）露光レベルを変えるこ
とができ、発光素子によって発せられる光に感応する光
感応センサー素子であって、第一の露光レベルでの閾値
よりも小さい輝度均一性変化を検知できない１つ以上の
光感応センサー素子を備えた画像形成器、ｃ）光感応セ
ンサー素子が有機ＬＥＤディスプレイの発光素子にさら
されるように配置された光学素子、およびｄ）有機ＬＥ
Ｄディスプレイを制御し、発光素子を発光させ、画像形
成器に有機ＬＥＤディスプレイ中の発光素子の画像を少
なくとも第一および異なった第二の露光レベルで捕捉さ
せるようにプログラムされたコントローラーを含んでな
るシステム。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記のａ）～ｄ）を含んでなる、有機ＬＥＤディスプレイ中の発光素子の輝度の均一性
変化を検出するためのシステム。
　ａ）通常の信号で駆動される時の閾値よりも小さい感知可能な輝度均一性変化を有する
複数の発光素子を備えた有機ＬＥＤディスプレイ、
　ｂ）露光レベルを変えることができ、発光素子によって発せられる光に感応する光感応
センサー素子であって、第一の露光レベルでの閾値よりも小さい輝度均一性変化を検知で
きない１つ以上の光感応センサー素子を備えた画像形成器、
　ｃ）光感応センサー素子が有機ＬＥＤディスプレイの発光素子にさらされるように配置
された光学素子、および
　ｄ）有機ＬＥＤディスプレイを制御し、発光素子を発光させ、画像形成器に有機ＬＥＤ
ディスプレイ中の発光素子の画像を少なくとも第一および異なった第二の露光レベルで捕
捉させるようにプログラムされたコントローラー。
【請求項２】
　画像形成器がデジタルカメラに組み込まれている請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　光学素子が有機ＬＥＤディスプレイの発光素子の焦点がぼけた画像を画像形成器に形成
する請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　光学素子が有機ＬＥＤディスプレイの発光素子の焦点が合った画像を画像形成器に形成
する請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　下記のａ）～ｅ）を含んでなる、有機ＬＥＤディスプレイ中の発光素子の輝度均一性変
化の検知方法。
　ａ）通常の信号で駆動される時の閾値よりも小さい感知可能な輝度均一性変化を有する
複数の発光素子を備えた有機ＬＥＤディスプレイと、露光レベルを変えることができ、発
光素子によって発せられる光に感応する光感応センサー素子であって、第一の露光レベル
での閾値よりも小さい輝度均一性変化を検知できない１つ以上の光感応センサー素子を備
えた画像形成器と、光感応センサー素子が有機ＬＥＤディスプレイの発光素子にさらされ
るように配置された光学素子とを準備すること、
　ｂ）有機ＬＥＤディスプレイの発光素子を発光させること、
　ｃ）第一の露光レベルで、有機ＬＥＤディスプレイの発光素子の第一の画像を捕捉する
こと、
　ｄ）第二の異なった露光レベルで、有機ＬＥＤディスプレイの発光素子の第二の画像を
捕捉すること、および
　ｅ）閾値未満で輝度均一性変化を検出するために有機ＬＥＤディスプレイの発光素子の
第一および第二の画像を処理して、有機ＬＥＤディスプレイの発光素子の輝度の測定値を
提供すること。
【請求項６】
　各種の発光レベルで有機ＬＥＤディスプレイの発光素子を発光させることおよび各種の
発光レベルで輝度均一性変化を検知することをさらに含んでなる請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　有機ＬＥＤ素子が異なる色の素子を含み、同じ色の有機ＬＥＤ素子を発光させ、同じ色
の発光素子の輝度均一性変化を検知する請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　第二の露光レベルで有機ＬＥＤディスプレイの発光素子の第二の画像を取得する前に、
第一の露光レベルで見出された如何なる不均一性に対しても有機ＬＥＤディスプレイの発
光素子を補償する工程をさらに含んでなる請求項５に記載の方法。
【請求項９】
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　第一の露光レベルが第二の露光レベルよりも大きな輝度範囲に応答するように選択され
る請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　次第に小さくなる輝度範囲に応答するように選択される露光レベルで繰り返して画像を
取得する工程および次の画像を取得する前に、有機ＬＥＤディスプレイの光エミッターを
繰り返して補償する工程をさらに含んでなる請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　行なわれる繰り返し数が予め定められている請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　発光素子間の輝度均一性変化が予め定められた値に減少するまで繰り返しが行なわれる
請求項１０に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は複数の発光素子を有する有機ＬＥＤディスプレイの性能を測定するためのシス
テムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機ＬＥＤ（ＯＬＥＤ）は数年前から知られており、近年、市販のディスプレイ装置の
中で用いられている。このような装置はアクティブマトリックスおよびパッシブマトリッ
クスの両制御機構を採用し、複数の発光素子を用いている。発光素子は、通常矩形であり
、各発光素子のために列（ｒｏｗ）および行（ｃｏｌｕｍｎ）のアドレスを有する二次元
の配列で配置され、その発光素子の値と関連したデータ値を有している。けれども、この
ようなディスプレイは、ディスプレイの品質を制限する色々な欠陥を有している。特に、
有機ＬＥＤディスプレイは発光素子の不均一性を有している。これらの不均一性はディス
プレイ中の発光材料に起因したり、アクティブマトリックスディスプレイについては発光
素子を駆動するために用いられる薄膜トランジスタの変動にも起因する。
【０００３】
　各種の機構がディスプレイの不均一性を修正するために提案されてきた。これらの機構
は、一般に、まずディスプレイ中の各発光素子の光出力を測定することに頼っている。２
０００年７月２７日に登録された、名称が「調和された固体状ピクセルを有するマトリッ
クスディスプレイ」というサラムの米国特許第６，０８１，０７３号明細書は、周囲光の
存在または不存在下のＬＥＤディスプレイの光出力を検出するために、ディスプレイとビ
デオまたはディスプレイカメラもしくはフォトセンサーとを記載している。けれども、画
像形成システムまたは分析プロセスの解決についての記載はない。
【０００４】
　２００２年７月２日に発行された、名称が「ディスプレイ装置を較正し、その効率の経
時損失を自動的に補償するための方法および装置」というシェン等の米国特許第６，４１
４，６６１Ｂ１号明細書は、ピクセルに適用された蓄積された駆動電流に基づいて各ピク
セルの光出力効率の減衰を計算および予測することによって、有機ＬＥＤディスプレイ装
置中の個々の有機ＬＥＤの発光効率の長期の変動を補償し、各ピクセルに対する次の駆動
電流に適用される較正係数を引き出す方法および関連システムを記載している。この特許
は複数の同じ大きさのサブ領域の画像を得るためにカメラの使用を記載している。このよ
うなプロセスは時間が掛かり、複数のサブ領域画像を得るために機械的な設備を必要とす
る。
【０００５】
　２００２年１０月２９日に発行された、名称が「個々のピクセルを較正することによっ
て有機発光ディスプレイの表示均一性を改良する方法」というファンの米国特許第６，４
７３，０６５Ｂ１号明細書は、有機ＬＥＤの表示均一性を改良する方法を記載する。有機
ＬＥＤの表示均一性を改良するために、全ての有機発光素子の表示特性が測定されて、各
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有機発光素子の較正パラメーターが対応する有機発光素子の測定された表示特性から得ら
れる。この技術はフォト検出器を用いて各ピクセルについての情報を順番に取得する。け
れども、この技術は、実際の製造現場では非常に非効率的であり、時間が掛かる。
【０００６】
　審査中の共に譲渡された米国特許出願第１０／８５８，２６０号明細書に記載されてい
るように、有機ＬＥＤデバイスの均一性の変動を測定するためにデジタルカメラのような
デジタル画像装置を用いることができる。けれども、デジタルカメラは、一般に、露光範
囲が制限され、画像装置がシーンを捉えることのできる深度が抑制される。一般的なデバ
イスでは、そのデバイスによって捉えることのできる明るさのレベル範囲は自動的にセッ
トされ、シーンの最も明るい部分と最もほの暗い部分との両者を含む。また、画像装置は
、画像装置によって識別できる明るさレベルの数を制限するビット数が制限されている。
従って、広い輝度範囲、即ち、非常に明るい部分と非常にほの暗い部分の両者を有するシ
ーンについて、画像装置によって捉えられた単一画像は、明るさレベルの差が閾値以下で
あるお互いに比較的近接する明るさレベルを認識できない。例えば、明るさレベルが異な
るシーンは、ある部分は１０，０００ｃｄ／ｍ2で光を反射し、別の部分は僅か１０ｃｄ
／ｍ2で、３桁の範囲を有するかも知れない。僅か２５６の明るさレベルを有する画像形
成器は１明るさレベル当たり約１０，０００／２５６即ち約４０ｃｄ／ｍ2の差を測定す
るであろう。シーン中の４０ｃｄ／ｍ2の閾値よりも小さな如何なる差も認識されないで
あろう。従って、明るさレベルにおける閾値以下の如何なる低レベル変化も検知されず、
較正されないであろう。けれども、このような不均一性は、特に低明るさレベルにおいて
、使用者には容易に感知することができる。
【０００７】
　また、有機ＬＥＤディスプレイ出力の輝度を制限することによって、制限された捕捉露
光域を補償することが可能である。けれども、有機ＬＥＤディスプレイの不均一性の存在
が少なくとも部分的にディスプレイの輝度に依存していることは既に確かめられている。
従って、ディスプレイの輝度を制限することはより明るいディスプレイレベルにおいて生
じる不均一性を見落とす可能性がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従って、これらの欠点に打ち勝つ有機ＬＥＤディスプレイの均一性を測定する改良され
た方法の要求がある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様に従って、下記ａ）～ｄ）を含んでなる有機ＬＥＤディスプレイ中の発
光素子の輝度均一性変化の検知システムが記載される。
　ａ）通常の信号で駆動される時の閾値よりも小さい感知可能な輝度均一性変化を有する
複数の発光素子を備えた有機ＬＥＤディスプレイ、
　ｂ）露光レベルを変えることができ、発光素子によって発せられる光に感応する光感応
センサー素子であって、第一の露光レベルでの閾値よりも小さい輝度均一性変化を検知で
きない１つ以上の光感応センサー素子を備えた画像形成器、
　ｃ）光感応センサー素子が有機ＬＥＤディスプレイの発光素子にさらされるように配置
された光学素子、および
　ｄ）有機ＬＥＤディスプレイを制御し、発光素子を発光させ、画像形成器に有機ＬＥＤ
ディスプレイ中の発光素子の画像を少なくとも第一および異なった第二の露光レベルで捕
捉させるようにプログラムされたコントローラー。
【００１０】
　また、下記ａ）～ｅ）を含んでなる有機ＬＥＤディスプレイ中の発光素子の輝度均一性
変化の検知方法が記載される。
　ａ）通常の信号で駆動される時の閾値よりも小さい感知可能な輝度均一性変化を有する
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複数の発光素子を備えた有機ＬＥＤディスプレイと、露光レベルを変えることができ、発
光素子によって発せられる光に感応する光感応センサー素子であって、第一の露光レベル
での閾値よりも小さい輝度均一性変化を検知できない１つ以上の光感応センサー素子を備
えた画像形成器と、光感応センサー素子が有機ＬＥＤディスプレイの発光素子にさらされ
るように配置された光学素子とを準備すること、
　ｂ）有機ＬＥＤディスプレイの発光素子を発光させること、
　ｃ）第一の露光レベルで、有機ＬＥＤディスプレイの発光素子の第一の画像を捕捉する
こと、
　ｄ）第二の異なった露光レベルで、有機ＬＥＤディスプレイの発光素子の第二の画像を
捕捉すること、および
　ｅ）閾値未満で輝度均一性変化を検出するように有機ＬＥＤディスプレイの発光素子の
第一および第二の画像を処理して、有機ＬＥＤディスプレイの発光素子の輝度の測定を提
供すること。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明は、有機ＬＥＤディスプレイの均一性の測定に改良された効率と精度を与えると
いう利点を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図１は、通常の信号で駆動される時の閾値よりも小さい感知可能な輝度均一性変化を有
する複数の発光素子１６と、露光レベルを変えることができ、発光素子によって発せられ
る光に感応する光感応センサー素子であって、第一の露光レベルでの閾値よりも小さい輝
度均一性変化を検知できない１つ以上の光感応センサー素子を備えた画像形成器１２と、
光感応センサー素子が有機ＬＥＤディスプレイの発光素子にさらされるように配置された
光学素子１３と、有機ＬＥＤディスプレイを制御し、発光素子を発光させ、画像形成器に
有機ＬＥＤディスプレイ中の発光素子の画像を少なくとも第一および異なった第二の露光
レベルで捕捉させるようにプログラムされたコントローラー１４とを備えた有機ＬＥＤデ
ィスプレイ１０中の発光素子の輝度均一性変化の検知システムを表す。
【００１３】
　光学素子１３は、画像形成器が発光素子にさらされるように配置される。コントローラ
ー１４は、有機ＬＥＤディスプレイを制御し、発光素子を発光させ、画像形成器に有機Ｌ
ＥＤディスプレイ中の発光素子の画像を捕捉させる。光学素子１３は、画像形成器１２（
例えばカメラのレンズ）と一体化された、または分離された要素であることができる。画
像形成器１２は、例えば、ＣＣＤまたはＣＭＯＳセンサーであることができ、デジタルカ
メラの中に好都合に一体化することができる。
【００１４】
　図２を参照して、有機ＬＥＤディスプレイ中の発光素子の輝度均一性変化の検知方法は
、上述のディスプレイ、画像形成器、および光学素子からなる検知システムを準備する工
程（２０）、有機ＬＥＤディスプレイの発光素子を発光させる工程（２２）、第一の露光
レベルで有機ＬＥＤディスプレイの発光素子の第一の画像を捕捉する工程（２４）、第二
の異なった露光レベルで有機ＬＥＤディスプレイの発光素子の第二の画像を捕捉する工程
（２５）、および閾値未満で輝度均一性変化を検出するために有機ＬＥＤディスプレイの
発光素子の第一および第二の画像を処理して（２６）、有機ＬＥＤディスプレイの発光素
子の輝度の測定値を提供する工程の各工程を含んでなる。
【００１５】
　画像形成器内の露光制御はデジタルカメラ技術でよく知られた各種の方法、例えば露出
時間を変化させること、または機械式シャッターの絞りを変化させることによって制御す
ることができる。デジタルカメラおよび有機ＬＥＤディスプレイの制御が可能な電子制御
デバイスもまたこの技術分野でよく知られている。
【００１６】
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　操作において、有機ＬＥＤディスプレイを所望の輝度レベルで発光することができ、そ
の所望の輝度レベルは、このような所望の輝度レベルで有機ＬＥＤディスプレイを駆動す
るための所定のコード値と名目上関連しているであろう。けれども、製造工程の変動性の
ために、実際の発光素子は所定のコード値で駆動された時の所望の輝度レベルから変動す
るであろう。この変動は、完全に薄暗い発光素子から有機ＬＥＤデバイスの最大輝度で作
動される発光素子まで非常に大きくなる可能性がある。画像形成器の第一の露光レベルは
、有機ＬＥＤディスプレイのデジタル画像を効率的に捕捉するために、最も明るい有機Ｌ
ＥＤ発光素子が出来るだけ大きいデジタル画像コード値に割り当てられ、最もほの暗い有
機ＬＥＤ発光素子が最も小さいデジタル画像コード値に割り当てられるようにセットする
ことができる。最も明るい素子と最もほの暗い素子との間の輝度を有する有機ＬＥＤ発光
素子は最も大きいコード値と最も小さいコード値の間のコード値に割り当てられるであろ
う。自動のゲインおよび露光制御装置はデジタルカメラ技術においてよく知られており、
この目的のために用いることができる。
【００１７】
　この第一の露光において、画像形成器で利用可能なコード値の数が制限されているので
、有機ＬＥＤ発光素子の輝度の比較的小さな差は認識されないことがあり得る。例えば、
８ビットセンサーは僅か２５６の明るさレベルのコード値を与えるのみであろう。有機Ｌ
ＥＤ発光素子によって発せられる光の異なった感知し得る明るさレベルの数が２５６より
も大きいならば、僅か１ｃｄ／ｍ2しか異ならない幾つかの発光素子は同じセンサー値に
割り当てられるであろう。そして、発光素子間の差はこのような８ビットセンサーによっ
て認識されることができない。
【００１８】
　第二の露光レベルは、有機ＬＥＤディスプレイのデジタル画像を効率的に捕捉するため
に、故意に画像が露出オーバーとなるように、即ち、多くの画像形成素子が飽和状態にさ
れ、そして例えば２５６の明るさレベルのセンサーにおいて２５５という最も高いセンサ
ーレベルコード値のところで記録されるように、セットすることができる。残りの発光素
子からの光出力は、その後、画像形成センサーに利用可能な、残っている明るさレベルの
コード値によって記録されることができる。この第二の露光および画像は不飽和状態の発
光素子の均一性変化のさらに感度のよい記録を提供するであろう。有機ＬＥＤ光エミッタ
ーの全発光領域に渡って、均一性変化の感度のよい記録を提供するために、付加的な露光
、例えば少なめの露光を他の明るさレベルのところに用意することができる。
【００１９】
　第一の露光によって得られたデータのための較正値は、所望の輝度レベルを表すコード
値を測定された輝度レベルのコード値で割ることによって計算することができる。各発光
素子にこの較正を適用することは、有機ＬＥＤディスプレイにより均一な出力を生み出す
であろう。第二の露光によって得られるデータのためのより感度のよい較正値が同じよう
な方法で計算される。所望の輝度レベルを表すコード値が測定された輝度レベルのコード
値で割られる。けれども、たとえ較正係数比が類似しているとしても、第二の露光では、
輝度レベルを表すコード値が第一の露光のそれとは異なる。このような例では、より感度
がよく、正確な較正係数は第二のグループであるが、それらは第二の露光によって測定さ
れた最大値より小さなコード値を有する発光素子に対してのみ有効である。このような場
合、最大値で測定されたコード値を有するそれらの発光素子（第二の露光で飽和にされた
発光素子）は、第一の露光で得られた較正係数を用いるべきである。
【００２０】
　殆どのカメラは、人間の目の応答により密接に調和させるために、コード値と輝度の線
形関係を非線形関係に変換することに注意すべきである。典型的には較正を計算する前に
信号を線形関係に再変換することによって、如何なるこのような変換も上述の計算の中で
調和させなければならない。
【００２１】
　幾つかのデジタルカメラは暗電流較正を制御するための能力を備えている。この較正は
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、デジタル化前にセンサー素子信号から差し引かれたオフセットである。別の態様では、
カメラの暗電流オフセットは、所定の輝度以下の全ての信号がゼロにセットされ、残りが
カメラによって準備された利用可能なコード値、例えば８ビットに対しては２５６レベル
に渡ってスケールされるようにセットされる。この技術は各種の輝度レベルで信号のより
高感度の測定を与える。
【００２２】
　図３を参照して、画像の取得は繰り返して行なうことができ、デバイスが所望の輝度レ
ベルで所望の程度の均一性を示すまで、有機ＬＥＤデバイスを繰り返して較正することが
できる。図２のように、最初に有機ＬＥＤと画像形成器が準備され（２０）、有機ＬＥＤ
が所望の輝度レベルで発光され（２２）、そして第一の画像が取得される（２４）。この
最初の取得は、最も明るい発光素子と最もほの暗い発光素子の両者が画像形成器の捕捉範
囲内であるように、画像センサーの捕捉範囲を有機ＬＥＤの輝度範囲に合わせる露光であ
ることができる。得られた画像を処理して、第一の較正を決定する（２７）。この較正は
上述したように計算される。その後、有機ＬＥＤデバイスをコントローラーで較正する（
２８）。較正は、所望の輝度レベルで有機ＬＥＤデバイスの輝度可変性を効率的に減少さ
せるであろう。その後、工程が繰り返される。有機ＬＥＤが、較正された信号によって所
望の輝度レベルで再び発光される（３０）。この場合は、最も明るい発光素子が所望のレ
ベルにより近接し、次の画像取得において、ある程度改良された感度（コード値のより大
きな数）が較正された各発光素子に利用可能であろう。最も明るい発光素子と最もほの暗
い発光素子の両者が画像形成器の捕捉範囲内であるように、較正された信号で駆動された
有機ＬＥＤデバイスによって発光された時の画像センサーの捕捉範囲を調和させた露光で
、第二の画像が取得される（３２）。この第二の取得において、画像形成器が較正された
有機ＬＥＤデバイスの出力変化範囲内でより多くの明るさレベルを識別できるように、最
も明るい発光素子と最もほの暗い発光素子の間の輝度範囲はより小さいであろう。画像は
検査される（３４）。均一性が許容されれば、工程が遂行される（３６）。許容されなけ
れば、較正をさらに改良するために、再び得られた画像が処理され（２７）、許容される
較正が得られるまで、その手順が繰り返される。十分な繰り返しの後、全ての発光素子は
単一のコード値で測定されるであろう。そして、さらなる繰り返しは有用ではない。
【００２３】
　繰り返し数を、最大値または予め定義された値に制限することによって制御することが
できる。その結果、たとえ個々の発光素子を較正すことができないとしても、例えば、発
光素子の駆動回路が不完全で、準備されたコード値に正しく応じることに失敗したとして
も、工程が無限に繰り返されることはあり得ない。また、変化が特定の仕様の範囲内にな
るまで（例えば、発光素子間の輝度均一性変化が予め決められた値に減少するまで）、工
程を繰り返すことができる。特定の発光素子を較正できないならば、特に発光素子がスタ
ックオンしたり、スタックオフしたりするならば、その発光素子を除外することができる
。自動露光制御を用いて、露光感度を繰り返し調整することができる。けれども、スタッ
クした発光素子が存在する場合、特別な発光素子（例えば、スタックオンしたり、スタッ
クオフした）が存在する場合は、自動制御は適切でないであろう。この場合は、動かない
発光素子を除外することができ、動かない発光素子を割り引いた別の露光計算を用いるこ
とができる。
【００２４】
　図４を参照して、測定および較正方法の効果を説明する。所望の輝度レベル４８につい
て、最初、４６ａの均一性変化がある。ステージ１では、第一の画像が取得され、上限輝
度が４０ａで下限輝度が４０ｂの比較的広い変動が観察される。処理および較正の後、ス
テージ２では、上限輝度が４２ａで下限輝度が４２ｂである４６ｂの変動範囲に減少する
。ステージ３で、上限および下限輝度の４４ａおよび４４ｂがそれぞれ許容できる均一性
変化を与えるように工程が繰り返される。カラーデバイスでは、各色について別々にこの
工程を繰り返すことができる。この場合、一度に、特定の色の有機ＬＥＤ光エミッターの
みを発光させ、較正することができる。
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【００２５】
　本発明では、画像形成器は、発光した有機ＬＥＤディスプレイの画像が画像形成器によ
って取得されるように配置されるべきである。この目的を達成するために、（画像形成器
の一部であることもでき、または別々の光学系であることもできる）光学素子１３は、画
像形成器の光感応センサー素子が有機ＬＥＤディスプレイ全体に配された発光素子にさら
されるように配置される。このような配置は、可変焦点レンズ、ズームレンズ、または適
切な方向および配列で画像形成器および有機ＬＥＤディスプレイを配置する固定によって
容易に達成することができる。好ましくは、画像形成器の方向を有機ＬＥＤディスプレイ
の方向に合わせ、カメラの光軸を有機ＬＥＤディスプレイの中心に置いて、かつ有機ＬＥ
Ｄディスプレイと直交させる。画像形成器をディスプレイの表面に正確に焦点合わせする
ことができる。また、光学素子を用いて、有機ＬＥＤディスプレイの発光素子の僅かに焦
点がぼけた画像を画像形成器に形成させる場合に、発光素子間の実際の均一性性能に関す
るより堅実で正確な測定を得ることができることは実験によって既に確認されている。こ
のように焦点をぼかすことは、不規則ではあるが主に矩形の形を有する発光素子（その形
は、上記に言及したように、電子要素またはワイア接続部のための場所を空けるために用
いることができる）を用いた場合、または他の点で一個の素子の発光領域内で不均一性を
有する発光素子に対して、特に有用であることができる。画像形成器および有機ＬＥＤデ
ィスプレイを光学的に配置するための技術はこの技術分野で非常によく知られている。有
機ＬＥＤデバイスの画像から輝度情報を引き出すための、本発明で用いることのできる付
加的方法およびシステムを審査中の普通に譲渡された米国特許出願第１０／８５８，２６
０号明細書に見出すことができる。
【００２６】
　画像が一旦取得されたならば、コントローラー１４または外部コンピューターが有機Ｌ
ＥＤディスプレイの各発光素子の輝度を取り出すために画像を処理することができる。こ
のような画像処理の技術はこの技術分野で知られており、例えば閾値化、形態学的処理お
よび平均化を含むことができる。本発明に有用な画像処理手順の一例として、得られた有
機ＬＥＤディスプレイの発光素子画像のヒストグラムを作成し、閾値を二つの最も高いヒ
ストグラム値の間に選ぶことができる。閾値以上の値を持った画像の連続領域を分けて、
発光素子グループを形成することができる。その後、各種の統計的操作を各発光素子グル
ープに対して行なうことができる。
【００２７】
　如何なる実際の製造システムにおいても、収率の減少に繋がる製造工程における変動が
ある。本発明の方法において、工程の耐久性を改良するために付加的工程を採用すること
ができる。ノイズ源は、有機ＬＥＤディスプレイへ入射する周囲の電磁波、有機ＬＥＤデ
ィスプレイおよび画像形成器の不整列、画像形成器の可変性、熱可変性、および有機ＬＥ
Ｄの可変性を含むことができる。これらのノイズ要因は適切な工程強化によって制御する
ことができる。
【００２８】
　図５を参照して、本発明の別の態様に従った強化された工程は上述の検知システムを準
備すること（７０）を含む。その後、コントローラーが全ての有機ＬＥＤ発光素子を消し
、有機ＬＥＤの画像（暗画像）を取得する（７２）。次に、有機ＬＥＤの縁の発光素子（
例えば一番上と一番下の列および一番左と一番右の行、または４隅）を点けて、有機ＬＥ
Ｄの第二の画像（縁画像）を取得する（７４）。縁画像を一旦取得すると、画像処理によ
って有機ＬＥＤの縁の位置が定められる（７６）。縁が平行でないならば、有機ＬＥＤデ
ィスプレイは画像形成器に対して不整列であるかも知れない。この場合は、パースペクテ
ィブ変換を行なって、不整列を較正することができる（例えば、William K. Pratt, John
 Wiley and Sons、デジタル画像処理（Digital Image Processing）、第２版、１９９１
年、ｐ．４３４－４４１　参照）。測定するために、グループ中の全ての発光素子につい
て所定の輝度レベルでフラットフィールドによって有機ＬＥＤディスプレイを発光させる
（７８）。その後、画像形成器は有機ＬＥＤのフラットフィールド画像を取得する（８０
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）。その後、有機ＬＥＤのフラットフィールド画像から暗画像を差し引いて(８２)、周囲
に存在する全ての照明並びに画像形成器の全ての画像および熱可変性に対して較正する。
その後、有機ＬＥＤ画像は、パースペクティブ変換を行なうことによって、如何なる不整
列に対しても較正される（８４）。その後、有機ＬＥＤ画像は、有機ＬＥＤ発光素子特性
を計算するために処理される。
【００２９】
　有機ＬＥＤディスプレイの不均一性がディスプレイの輝度に依存している可能性のある
ことは知られている。本発明の別の態様に従って、各種の輝度レベルで本方法を繰り返し
、各輝度レベルでディスプレイの輝度および均一性の記録を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の一態様に従った検知システムを説明する図である。
【図２】本発明の方法の一態様を説明する系統図である。
【図３】本発明の方法の別の一態様を説明する系統図である。
【図４】本発明の態様で観察される有機ＬＥＤデバイスの均一性変化の図式説明である。
【図５】本発明の態様での画像処理方法を説明する系統図である。
【符号の説明】
【００３１】
　１０　　有機ＬＥＤディスプレイ
　１２　　画像形成器
　１３　　光学素子
　１４　　コントローラー
　１６　　発光素子
　２０　　システム準備工程
　２２　　有機ＬＥＤ発光工程
　２４　　第一画像取得工程
　２５　　第二画像取得工程
　２６　　画像処理工程
　２７　　画像処理工程
　２８　　有機ＬＥＤ較正工程
　３０　　較正された有機ＬＥＤ発光工程
　３２　　次の画像取得工程
　３４　　決定工程
　３６　　遂行工程
　４０ａ　　輝度均一性上限
　４０ｂ　　輝度均一性下限
　４２ａ　　輝度均一性上限
　４２ｂ　　輝度均一性下限
　４４ａ　　輝度均一性上限
　４４ｂ　　輝度均一性下限
　４６ａ　　輝度均一性変動
　４６ｂ　　輝度均一性変動
　４６ｃ　　輝度均一性変動
　４８　　所望の輝度
　７０　　システム準備工程
　７２　　暗画像取得工程
　７４　　縁画像取得工程
　７６　　有機ＬＥＤの縁の位置決め工程
　７８　　有機ＬＥＤ発光工程
　８０　　有機ＬＥＤ画像取得工程
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　８２　　暗画像差し引き工程
　８４　　パースペクテブ変換工程
　８６　　有機ＬＥＤ画像処理工程

【図１】 【図２】
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外部链接 Espacenet

摘要(译)

a）具有多个发光元件的有机LED显示器，当由正常信号驱动时，所述多
个发光元件具有小于阈值的可感知的亮度均匀性变化，b）可以改变由发
光元件发射的曝光水平1.一种对光敏感的光敏传感器元件，包括：具有
一个或多个光敏传感器元件的图像形式，所述光敏传感器元件在第一曝
光水平下不能检测到低于阈值的亮度均匀性的变化C）布置成使得光敏传
感器元件暴露于有机LED显示器的发光元件的光学元件，以及d）控制有
机LED显示器以使发光元件发光并且有机LED显示器控制器被编程为使
得捕获至少第一和第二曝光水平的发光元件的图像。
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